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「
そ
れ
に
も
抱
は
ら
す
、
入
は
、
私
は
信
ず
る
、
次
の
思

想
を
敢
て
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
類
の
こ
の
地
上
の
綾
展

は
、
　
　
個
の
超
時
間
的
な
生
活
陶
聯
に
織
り
込
ま
れ
る
。

こ
の
生
活
關
聯
に
お
い
て
こ
そ
人
類
の
地
上
の
流
記
の
牧

獲
は
よ
り
短
き
進
展
の
中
に
這
入
っ
て
行
く
っ
斯
く
て
事

柄
は
か
う
だ
Q
入
類
の
歴
史
に
お
け
る
積
極
的
な
、
ま
た

救
濟
的
な
意
昧
は
、
偏
へ
に
、
そ
の
よ
り
高
い
他
の
楼
式

こ
し
て
の
帥
の
世
界
の
生
活
秩
序
を
蓮
じ
て
將
摩
す
る
。

そ
の
紳
の
世
界
の
生
活
ご
は
、
言
は
い
我
々
の
察
間
及
び

時
間
の
世
界
を
載
偉
し
、
さ
う
し
て
入
類
の
歴
史
こ
し
て

の
こ
の
噂
話
の
上
に
自
蔵
を
表
現
し
よ
う
ε
す
る
そ
の
紳

の
鮭
界
の
生
活
な
の
だ
。
」
（
｝
・
九
三
〇
年
六
月
十
｝
羅
）

一
〇
斜

懸
剃
．
耀
今

心
理
學
概
要

上
恕

1

小
保
内
虎
夫
著

　
著
者
は
東
大
卒
心
理
墨
專
攻
の
文
學
士
、
東
京
高
等
墨
校
教
授
。

陥
，
年
京
都
に
於
て
開
か
れ
た
第
二
羅
心
理
學
大
嘘
に
際
し
て
は

一
、
禁
止
作
用
に
嘱
す
る
實
駆
。
二
，
分
零
話
知
畳
の
實
験
。
三
、

斜
方
里
下
畳
に
干
す
る
法
則
。
等
の
数
多
の
新
研
究
を
嚢
表
せ
ら

れ
た
好
學
の
士
、
該
研
究
の
結
果
は
二
三
本
書
中
に
も
挿
入
せ
ら

れ
て
る
る
。
本
書
は
旧
版
一
六
八
頁
、
ク
p
ー
ス
、
紙
質
も
よ
い

も
の
を
用
ぴ
て
る
る
。
今
装
釘
⊥
に
於
け
る
そ
の
特
色
を
畢
げ
る

、
こ
、
（
一
）
全
部
横
讃
、
假
名
は
片
蝦
名
に
し
て
み
る
こ
¶
こ
。
從
っ

て
、
人
名
術
語
等
は
原
語
の
ま
・
挿
入
す
る
の
使
が
あ
る
。
（
二
）

窮
旧
版
が
可
成
り
澤
断
に
挿
入
せ
ら
れ
て
る
る
こ
、
こ
。
（
三
）
各
頁

の
下
方
約
二
寸
捺
を
始
め
左
右
に
可
成
り
迷
い
肩
白
が
存
し
て
み

る
こ
，
こ
Q
從
っ
て
朋
に
ノ
ー
ト
を
瓜
氾
・
ら
な
く
ε
4
u
、
久
μ
自
ツ
て
こ
へ

記
入
し
得
る
便
が
あ
る
。

　
更
に
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
唱
こ
、
二
篇
か
ら
成
っ
て
み
て
、
第

一
篇
が
嚢
蓬
心
理
學
、
こ
し
て
筋
肉
の
反
射
か
ら
條
件
反
財
、
本
能
、

學
習
等
圭
、
こ
し
て
行
動
に
翻
す
る
部
分
を
最
簡
箪
な
も
の
か
ら
極

・
へ
複
維
な
も
の
に
至
る
迄
設
き
及
ぼ
し
て
み
る
。
次
に
第
二
篇
か
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認
識
心
理
學
で
、
こ
・
に
於
て
は
全
く
静
に
封
象
を
認
識
す
る
も

の
亡
し
て
の
人
問
を
設
い
て
る
る
，

　
内
容
に
於
け
る
本
書
の
特
徴
は
、
先
づ
第
一
に
、
斯
か
る
嚢
達

的
見
解
を
最
初
に
説
い
た
黙
（
而
し
て
之
は
こ
の
學
を
理
解
せ
し

め
る
上
に
煽
て
も
叉
教
育
上
の
見
地
か
ら
も
よ
い
試
で
あ
る
）
。

次
に
春
方
衝
に
於
て
最
新
の
研
究
の
結
果
，
殊
に
形
態
學
派
の
業

績
を
充
分
に
取
り
入
れ
て
み
る
黙
。
（
著
者
の
半
壊
ミ
苦
心
の
跡
が

覗
は
れ
る
）
。
更
に
之
も
矢
張
り
形
態
學
派
の
主
張
に
よ
る
影
響
ミ

思
は
れ
る
が
「
感
豊
」
・
こ
從
來
粥
せ
ら
れ
來
つ
た
問
題
を
感
官
知
恩

ミ
し
て
、
感
畳
概
念
の
是
正
を
試
み
て
み
る
黙
。

　
本
書
は
上
巻
で
あ
っ
て
、
多
分
近
日
登
刊
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う

所
の
下
巻
に
於
て
感
情
、
意
志
の
問
題
が
取
扱
は
れ
る
で
あ
ら
う

「
こ
察
せ
ら
れ
、
從
っ
て
上
下
完
備
の
上
、
之
を
批
評
す
る
事
“
か
最

も
適
當
で
あ
ら
う
ミ
思
は
れ
る
。
か
、
綱
開
の
氏
の
こ
の
業
績
を
喜

び
、
曳
く
之
を
好
學
の
士
に
薦
む
る
の
念
急
な
る
の
醗
り
、
こ
、

に
少
し
く
本
書
に
鋤
す
る
卑
見
を
述
べ
様
ε
思
ふ
。

　
現
時
の
心
理
學
界
の
傾
向
が
一
方
に
は
嚢
達
側
方
酉
に
向
ひ
、

叉
一
方
に
於
て
形
態
學
説
が
學
界
を
帯
し
靡
っ
転
あ
る
事
は
疑
，
幽

べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
本
書
が
こ
の
二
つ
の
事
實
を
承
認
し

て
、
そ
の
ま
Σ
之
を
紹
介
す
る
態
度
を
マ
」
ら
れ
た
事
は
誠
に
無
理

か
ら
ぬ
事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
行
者
の
關
係
聯
絡
に
つ
い
て
今
少

新
利
紹
　
介

し
明
瞭
な
臨
き
方
が
費
し
い
。
換
言
せ
ば
第
一
篇
－
こ
第
二
篇
ざ
の

聯
絡
如
何
で
あ
る
。
一
方
が
野
掛
的
見
地
を
・
こ
り
、
一
方
が
認
識

的
見
地
を
・
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
爾
者
は
全
然
別
物
で
あ
る
、
勺
い
ふ

な
ら
ば
、
一
巌
尤
で
は
あ
る
が
然
し
い
ふ
迄
も
な
く
常
に
全
髄
的

統
一
を
な
す
吾
々
の
意
識
は
、
假
令
學
習
の
際
に
於
て
も
そ
の
全

腿
の
學
習
形
態
の
中
に
は
知
盤
形
態
も
入
り
込
む
も
の
で
あ
り
、

意
志
妙
薬
中
に
も
感
惰
的
経
過
が
渾
一
的
に
結
合
す
る
も
の
で
あ

る
以
上
、
之
等
相
互
の
關
係
の
密
接
な
る
所
場
を
、
本
論
の
最
初

叉
は
知
礎
の
最
後
に
で
も
説
明
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
，
よ
り
数
果
的

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
＄
思
は
れ
る
。
更
に
闇
題
は
錯
豊
¶
こ
形

態
で
あ
る
。
之
等
は
何
れ
も
從
來
の
心
理
學
書
で
は
知
昼
、
で
刑
に

し
て
論
か
れ
て
る
る
が
、
寧
ろ
之
等
全
部
を
知
豊
（
殊
に
塞
閥
知

豊
）
の
題
下
で
絡
括
的
に
説
い
て
は
如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

勿
論
室
間
知
畳
の
部
分
の
み
が
大
ミ
な
っ
て
、
他
の
鰯
、
聴
知
畳

に
饗
し
て
釣
合
が
、
こ
れ
ぬ
「
こ
い
ふ
演
題
が
あ
る
な
れ
ば
、
少
く
、
こ

も
錯
畳
ミ
形
態
の
問
題
ξ
を
斯
く
別
々
に
「
モ
ザ
イ
ッ
ク
・
ア
ル
テ

イ
ッ
ヒ
」
に
並
べ
る
の
で
な
し
に
、
統
一
的
批
判
的
に
蓮
べ
ら
れ

た
方
が
数
果
的
な
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
以
上
は
叙
述
の
方
法
に
驕
す
る
閣
題
で
あ
．
る
が
、
次
に
本
書
は

氏
の
序
文
に
於
て
記
さ
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
高
等
專
門
學
校
教
科

用
一
こ
し
て
、
並
に
進
ん
で
心
理
畢
に
志
す
入
々
の
爲
に
編
せ
ら
れ

一
〇
三
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た
も
の
で
あ
る
ぐ
」
の
事
で
あ
る
。
か
、
後
者
の
爲
に
大
に
役
立
つ
事

勿
論
で
あ
る
が
、
教
科
用
ミ
し
て
は
、
分
量
の
黙
及
値
段
の
黙
で

如
何
か
ミ
思
は
れ
る
。
廓
ち
上
巻
の
み
で
可
成
り
大
部
で
あ
り
、

夏
に
下
雀
が
之
ぐ
」
同
じ
位
あ
る
も
の
噌
こ
せ
ば
、
之
を
通
讃
す
る
の

み
で
も
一
週
二
時
間
で
は
禰
幽
難
で
あ
．
る
。
爾
教
科
用
、
こ
す
れ
ば

定
償
の
勲
も
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
勿
論
紙
寧
こ
言
ひ
、
爲
眞

の
鮮
明
さ
一
こ
言
ひ
、
こ
の
定
僧
（
武
圓
球
拾
銭
）
が
決
し
い
高
い
「
し

い
ふ
澤
で
は
な
い
が
、
上
下
二
巻
を
教
科
用
、
こ
し
て
使
用
す
る
事

が
如
何
か
隔
こ
案
ぜ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
私
は
。
斯
か
る
確
り
し
た
も

の
を
蓼
考
書
，
こ
し
て
造
っ
て
貴
つ
三
豊
、
こ
の
も
の
を
教
科
用
に

適
す
る
檬
に
簡
略
に
し
た
（
然
し
そ
の
編
纂
は
本
書
の
如
く
確
り

し
た
仕
方
に
よ
り
）
も
の
を
出
し
て
頂
い
九
な
ら
ば
、
三
熱
な
教

科
用
の
も
の
な
き
爲
め
不
便
を
愁
じ
つ
・
あ
る
今
、
吾
等
の
喜
び

夏
に
大
な
る
も
の
あ
る
べ
し
ε
思
は
れ
る
。

　
最
後
に
本
書
に
は
日
本
人
の
心
理
墨
的
業
績
を
割
合
に
多
く
驚

け
て
み
る
鮎
が
両
戴
く
感
ぜ
ら
れ
た
（
松
本
博
士
、
森
田
正
馬
氏
、

高
木
貞
．
二
氏
の
如
き
）
。
然
し
誤
植
（
序
，
差
渡
）
脱
字
（
九
五
頁
欄

外
、
七
二
頁
七
行
、
組
織
的
）
等
も
あ
り
最
後
の
人
名
索
引
に
も

脱
落
が
あ
る
（
T
の
部
、
高
木
壷
二
氏
等
）

　
以
上
大
分
澤
山
の
注
文
を
し
た
が
、
然
し
從
來
の
か
、
る
書
物

ミ
比
較
し
て
、
そ
の
書
き
方
ミ
冨
ひ
、
説
萌
の
方
法
§
冨
ひ
、
蝕

…
〇
神

館
確
り
し
た
有
用
の
も
の
で
あ
．
る
。
好
學
の
干
す
べ
か
ら
く
坐
右

に
置
く
事
を
お
重
め
し
て
止
ま
ぬ
。
爾
本
書
の
下
巻
が
一
日
も
早

く
生
れ
臨
で
ん
事
を
待
つ
事
切
で
あ
．
る
。
（
飯
田
順
雄
紹
介
）

鷲
ぺ
」
釦
レ
宗
澱
學
概
論

矯
谷
丈
雄
諜

　
哲
墨
名
著
叢
書
第
九
編
に
牧
め
ら
れ
九
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
著
層
谷

文
雄
甘
薯
の
宗
教
學
概
論
を
見
る
。
本
書
は
序
言
に
も
こ
一
こ
わ
っ

て
あ
る
様
に
O
o
⇔
も
鴛
弩
く
○
刃
9
σ
q
凹
8
ぢ
φ
の
課
出
で
あ
る
が

宗
教
學
概
論
ミ
し
て
題
名
を
輿
へ
ら
れ
て
る
る
事
は
や
・
ふ
さ
わ

し
く
な
い
標
で
も
あ
る
し
、
叉
事
費
．
内
容
も
原
著
名
の
如
く
比
較

宗
教
で
あ
る
。
宗
教
學
概
論
叉
は
概
説
ミ
拝
せ
ら
る
急
ン
く
の
著

書
を
み
る
に
概
ね
宗
敏
意
識
の
嚢
達
よ
り
論
じ
て
宗
教
の
概
念
を

決
定
せ
ん
、
こ
し
起
源
を
探
索
せ
ん
、
こ
し
て
心
理
學
的
傾
向
に
よ
る

も
の
が
多
い
。
叉
原
始
土
罠
の
宗
教
意
識
を
研
究
せ
ん
が
爲
め
に

現
代
の
地
球
上
の
野
風
入
の
風
俗
習
慣
等
よ
り
し
て
其
宗
教
儀
式

を
記
述
し
て
文
化
入
の
過
去
の
宗
教
を
．
類
推
せ
ん
、
こ
し
、
殊
に
知

越
ご
信
仰
の
問
題
や
癌
性
の
問
題
を
祉
會
畢
的
な
兄
解
に
依
ら
ん

「
こ
し
哲
學
的
な
論
述
に
、
求
め
ん
、
こ
す
る
も
の
が
多
い
襟
で
あ
る
。

本
書
は
す
で
に
其
序
論
よ
り
し
て
東
西
の
大
宗
教
た
る
基
督
教
、
こ

佛
教
・
こ
の
比
較
よ
り
は
じ
め
，
更
に
モ
ハ
メ
ツ
ト
教
に
及
び
．
歴
史


